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獨逸ニ於 ケル結核防滅策

(第11同 近畿結核集談會講演要旨)

日獨交換學生 ドクトル　 エ 、 ク レ ム ト

掲逸國情 ノ大攣改ハ國民生活 ノ全面 二異常 ノ活

氣 ヲ喚登 シタノデアルガ、 コノ革新機蓮 ノ下二

結核防滅ナル喫緊 ノ問題 ガ等閑覗セラルベキ筈

ハ素 ヨリ無 イ。從來、結核撲滅 ノ計劃ハァルニ

ハ アツタガ、而 モ爾ホ常二約30萬 ノ開放性結

核病者 ガ在 ツテ、此者ハ約100萬 ノ同胞 テ新感

染 ノ危瞼 二導 クモノ ト目セラレルノデアツタ.

此数字ハ前政治機構 ノ末路頃 ノ見當 デハ最早減

少 スベ シトハ見エナカツタ。當時結核防滅 二當

ツタ ノハ無数 ノ個々掲立 シタル機關 ト團膿 トデ

アツタガ、當局萬全 ノ支援ガ無イ爲メニ屡 ㍗困

難 ヲ嘗 メツ・モ如何 ニモシテ数果テ暴 ゲンモノ

ト腐心経螢 シテ來 タノデアツタ。

今 日デハ事情 ハ全然相違 シテ居ル。結核豫防ナ

ルモ ノハ、第一二輩位的二組織化、統制 セラレ、

第ニ ニハ疾病経過 ノ可及的短縮 テ計ル目的 ラ以

テ早期診断一 尤モ軍 二此際病臓器 ノ診断二止

マルハ不可デ、結核病者テ「肺臓 二脚 ノ生エタオ

化 ケ」ト心得 テハナラヌ、宜 シク全身テ目標 トス

ル他 二病人 ノ全家族 ノ衛生駄態 ニモ注意 シ、省

ホ其周園 ノ検診 二及 ブー 二非ザ レバ敷果望 ミ

難 シトノ見解 カラシテ、當面重要 ノ結核豫防機

關、保健關係 ノ國螢諸機關、自治團健康相談所

拉 二肚會保瞼局 ガ1934年 ニハ法令 ニヨツテ合

理的二統轄 セラレルニ至ツタ。尤モ此間、裁断

椹 ト其責任ハ騎業 二委 ネラレルモノデアリ、馨

業ハ嚴然確固 タル存在デアル。斯 クテ結核防滅

職線 ハ廣汎 ノ布陣 ヲ形成 シテ居ル繹 デアル。

几ソ留事關係 ノ指導精紳、即チ國家團・膿 ノ要求

スル庭 ノモノハ、今 日デハ健康者保護即チ國民

全髄 ノ防護 ト云 フニ在ル ノデアル。其故、馨師

タル者ハ病者 ノ治療二最善 ノカ ラ致 スベキハ素

ヨリ、疾病防邉テフ更二遠大ナル職責テ自畳 ス

ベキデアル。

住民二「レントゲ ン」検診テ施 ス中、毎常少数 ノ

病者自身心付カザル開放性結核例 ノ有ルコ トハ

周知デアリ、而 モ此等ハ病氣 テ自覧 セヌ丈 ケー

周園二封 シテー層危瞼デアル事、拉二病人 ハ兎

角手 オクレシテ醤師二赴 クモノデアルガ故二寧

ロ署師ガ進 ンデ之テ訪問診察 スベキデアル ト云

フニ ツノ事實 カラシテ、現今掲逸 デハ大規模 二

「レントグ ン」検診 テ實行 シテ居ル。

學生、生徒、努働奉仕者、工揚團員、「ナチス、突

撃除拉 二親衛隊 ノ如 キハー 時 二警師側 カラノ

要請 モアツテ 徹底的検査 テ受 ケテ、其所見

ハ新設 ノ保健局員ニ ヨツテ記録セラレル ノデア

ル。私 ノ教 ハツタ範園 デハ、此 ノ保健局 ノ仕事

ハ國民全般 ノ健康保持 テ目標 トスルモノデアツ

テ、健康相談所 デ「レントグ ン」装置 ヲ有 タヌモ

ノニ封 シテハ約1萬 皇 ノ該装置(其 一部ハ携帯

用)テ周旋 シ、多数 ノ馨師 一省令任官 テ命ズル

等、政府ガ如何二眞面 目二國民健存 ノ重要問題

二當 ツテ居ルカノ謹稼 デアル。馨師ガ喀菌者 テ

褒見 シタル時、或ハ開放性結核 ノ疑有 リト診 タ

ル揚合ニサヱモ馨務官聴 二届出テ要 スルコ ト等

ハ飢二御承知 ト思 フ。

結核乃至結核感染危瞼 ト診 タル上ハ、本人 ノミ

ナラズ其全家族 二封 シテ留i療、住居、経濟等 ノ

観貼 カラ臨機慮攣、適宜 二之ガ救援 二努 メルコ

トーナツテ居ル。何 トナレバ、初 メニ充分 ノ費

用 ヲカケテー暴 二数,果テ牧 メル方ガ不徹底 ナ方

法 デ長時 日アレコレト迷 フヨリハ優 レテ且ツ安

上 リデアル事 テ確認 シテ居ルカラデアル。其故、

病人ニハ肚會衛生局 カラ充分 ノ馨療 テ施 スノデ
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アルガ、國家肚會政策二基 ク庭 ノ健康相談所ハ

家族テ引受 ケテ適當 ノ住宅ヤ榮養食 ノ世話テナ

シ、若 シ專用 ノ寝室テ有 タヌ見童ガアラバ何ハ

扱 テ置キ寝皇テアテガツテヤル ノデアル。又感

染危瞼 ノ子供 ハ長期間轄地 サセル コトサヱア

ル。治療 ソノモノハ大艘特定 ノ結核病院 ト療養

所 デ行ハ レテ、此塵デハ必要ナル外科的及 ビ「レ

ントゲ ン」的研究 モ出來ルガ、何 ヨリ大切 ナノハ

有力ナ專門家ガ指導二當 ツテ、相成ル可 クハ病

者 テ元々通 リ完全無訣努働可能 トナスコ ト、少

クモ開放性結核 ヲ・閉鎖型 トシテ周園二無危瞼 ノ

程度二至 ラシメルコトテ目標 トシテ居ル事デア

ル。治療デノ・一般療法ガ圭デアリ、傍 ラ外科的

塵置モ探用セラレルガ、化學療法ノ・現今尚ホ随

分 ト異論ガアル。

無理解ナ或ハ非肚會性 ノ開放性結核病者 テバ有

無 ラ言ハセズ治療 二廻 ハスコトハ從來不可能 デ

アッタガ、今 日ノ情勢 デノ・試験的二先 ヅチュー

リンゲ ンデ實施 シテテル方法 ハ 開放結核患者

テバ病毒撒布 ノ危瞼消滅二至ルマデ強制隔離治

療 ラ施 スノデアルガ、實行可能 ノ様 デアル、 ソ

シテコノ方法 ラ全 ドイツ國二適用スルコトノ・、

最早時 ノ問題 デアル。斯 クテ、掲逸國民ハ國家

モ肚會モ全能力 テ爆ゲテ、結核 ト圖雫 シテ居ル

ノァアルガ、 コノ職ハ日本 二於 テモ同様
、 民

族行政上極 メテ重要 ノ課業二相違無 イ。掲逸二

於 ケル以上 ノ如キ行 キ方ハ恐 ラク安値デ無 イノ

ミカ尚ホ當分大 二費用 ノ掛ル コトデアラウ。然
シ・ コレデモ結構引合フ課 デ、假 二50萬 ノ勢

働可能 ノ人達 テ重症結核 カラ'保護 シ得ルナラ

バb國民牧盆ガ年額7500萬 「マル ク」檜加 シタ ト

見テ差支無 イ。若 シ此丈ケ ろ努働作能 ラ無キモ

ノト考ヘルナラバ、吾人ハ遠カラズ努働者鋏乏

ノ憂キ目二直面スルコ ト請合デアル。

有数ナル結核封策 二因ル肚丁合格卒蚊 二出産卒

ノ増加ハ確實 デアリ、傍 ラ國民ニハ明朗 ノ精紳

的好影響ガ有ル ト云 フ繹ニモナル。

我ガ掲逸 ノ封策ハ敷果的 ノモ ノデアル。就存 ノ

開放性結核病者 ノ生存 日激 ハ 著 シク延長 セラ

レ、完全復職 ノ率ガ從前 ヨリ良 クナツタ事ハ最

近 カイザー≦二 名ご」竺三及 ビヒニ ダ」二氏等 ノ基

グタ撒字 デ實 二明瞭 デアル。

學童 ノ結核感染卒ハ更二著明二減少 シテ、卒業

期 デ牢均50%、 大學新入生デ70%デ アル。結

核家庭二産マレテ充分 ノ衛生的保護 テ受ケテ居

ル子供デハ此節 デハ保護 テ受ケザル同檬 ノ見童

二比べテ死亡卒ガ僅 カニ3分 ノ1デ アル。保護

ラ受ケテ居ル乳見(保 護 トハ專用 ノ疲皇、充分 ノ

榮養、規則的ナ署師 ノ監覗、治療等デ就中、綿

密ナル小見衛生 ノ施設嚴守 テ意味スル)ノ死亡

卒・・近年 デノ・6.3%デ 全國李均死ピ卒 ノ10.7%

ヨリハ甚グシキ低位二在ル。虎 デ、 コノ死亡卒

テ更 二減少セシメルコトハ今 ノ向キデハ出來 ソ

ウニ無 イ。私ガAO豫 防接種二興味テ昼 エタ所

以ハ實二弦 二在ルノデ、奪敬 スル有馬先生 カラ

修得 シテ之 テ揚逸二及ボサンコトテ希 フ次第デ

ア ル 。

現 在 ノ塵 、 掲 逸 ハ從 來 ノ統 計 二基 イ テ豫 防 注 射

ハ在 來 ノ封 策 以 上 ノ敷 果 テ現 ハ ス モ ノデ ナ イ ト

ノ立 場 二在 ル ノデ アル ガ、 私 ハ墜 方併 用 ニ ヨ ツ

テ コソ最 良 ノ結 果 二達 ス可 キ モ ノ ト思 惟 ス ル者

デ アル。 掲逸 ノー 般 ガ結 核 豫 防 接 種 テー 向 二信

頼 セヌ ノハ今 一 ツ別 ノ理 由 ガ有 ル ヵ ラ デ、 ソ レ

ハ例 ノ リュベック事 件 ノ恐 怖 二由 來 シテ居 ル ノデ

ア ノレ。

以 上述 べ タ如 キ實 行 方 法 ノ他 二、無 論 、 結 核 知

識 普及 ノ宣 傳 モ行 バ レル ガ、 コ レモ結 核 防 邉 從

ツ テ死 亡卒 低 下 ニー役 勤 メル モ ノ デ アル
。 ト云

フ ノへ 凡 ソ自己 ノ疾 病 ノ危 瞼 性 テ知 レバ 愛 見

ニ ハ傳 染 サ セ マ イ トスル ノハ人 情 デ ア ラ ウ
。 家

庭 留 ト云 フ ノノ・常 二全 家 族 二親 シム モ ノデ アツ

テ・結 核 防滅 上決 シテ馬 鹿 ニ ナ ラヌ役 割 テ有 ツ

モ ノ7ア ル カ ラ、 此 黙 デ現 今 大 二注 目 セ ラ レノレ

様 ニ ナ ツ テ來 タ。 若 シ、 當 局 不 断 ノ努 力 ガ報 イ

ラ レテ コ ノ家庭 署 制 度 ノ理 想 ガ實 行 二移 サ レル

トス ル ナ ラバ・ 結 核 防 滅 上 實 二結 構 ナ話 デ
、 ソ

ニ曉 ニハ
・ 開 放 性 結 核 患者 テ治 療 スル 留者 ガ病

人 ノ家 族 ノ事 ハ敢 エ テ關知 シナ イ トカ或 ハ現 孟
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訟 療 中 ノ患 者 ノ配 偶 ガ開 放 性 結核 デ アル ノモ御

存 知 無 イナ ド云 フ如 キ不 都 合 ナ事 態 ハ起 ラヌ デ

ア ラ ウ。 更 一、 家 庭署 ハ深 刻 二遺 傳 問 題 二逢 著

スル ニ相 違 無 イ。 尤 モ本 間 題 ノ研 究 ハ遅 々 トシ

テ進 マ ヌ襯 ハ アル ガ、 而 モ多 少 ノ進 歩 ハ アル繹

グ。 結 核 自膿 ガ遺 傳 セ ヌ ・1レ・確 實 トシテ素 因賦

與 ハ可 能 デ アル ト知 レテ居 リ、 其 爲 メー、 結 婚

相 談 ガ ア ル トシテ、 墜 方 ノ何 レカガ甚 グ シイ結

核 ノ家 筋 デ アル場 合 ニ へ 結 婚 禁 止 トマ デハ行

カ ヌ ガ 、破 談 ヲ推 奨 スル コ トニ ナ ツ テ居 ル。 最

近 ノ結 婚 法 デ ハ、 結 婚 前 二蔓 方共 子 孫 二危 瞼 テ

及 ボ ス傳 染 性 疾 患 有 無 ノ診 断 ラ要 ス ル コ ト・ナ

リ、感 染 可 能 ノ結 核 ハ凡 テー 律 二結 婚 嚴禁 ト決

マ ツ タ.此 場 合 、 感 染 危瞼 ト云 フハ 必 ズ シモ菌

撒 布 ヲ謹 明 セズ トモ、 臨 躰 上拉 二 「レン トゲ ン」

検 査 ノ所 見 ニ ヨ ツ テ撒 菌 ノ危 催 有 ル ベ シ ト,思惟

セ ラ レル者 テ凡 テ指 ス ノデ アル。 一 言 ニ シテ蓋

セ バ、 此 ノ國 民 病 撲 滅 ニハ掲 逸 式 ノ徹 底 圭義 テ

持 シ テ有 ユル 部 面 二 奮 戦 シツ ・アル 次 第 デ ア

ノレo

扱 テ、 將 來 留 學 ノ教 育 方針 テ如何 二樹 立 スベ キ

カ トノ問題 トナ レバ 、先 ヅ結 核 二關 ス ル徹 底 的

教 育 ノ必 要 ラ痛 感 セ ヌ課 二行 カ ヌ.而 シテ、各

專 門 分 科 ガ從 來 ヨ リハー・層 深 刻 二結 核 二關 心 ラ

有 ツ事 ト、更 二國 民 衛 生 ノ諸 懸 案 テ綜 合 討究 ス

ル方 策 トガ 右 ノ馨 育 ノ基 調 ラ成 ス 可 キ デ ア ラ

ゥ。 專 門學 校 教 育 デ ハ診 療 二關 スル基礎 知 識 二

出 登 シテ遂 ニハ豫 防 問 題 二進 ムベ キ モ ノデ アル

ガ、 更 二之 ヲ實 地 ト各 自 ノ研 究 トニ緊 密 關聯 セ

シ メル ナ ラ バ、 以 テ實 生 活 二即 シ タル モ ノ トナ

シ得 ベ キ事 ハ吾等 ハ既 二膿 験 ニ ヨツ テ實 讃 濟 ミ

ト信 ジテ居 ル。 若 シ吾 人 ガ、 以 ツテ誇 リ トスル

庭 ノ眞 ノ國 手 タ ラ ン つ トラ希 フナ ラバ、 結 核 防

滅戦 二於 テ軍 二各個 ノ病人 トソノ家族拉二周閲

二封 シテ治i療テ施 ス他二術ホ宜 シク綜合的封策

ノ数否 ガ懸ツテ疾病塵理 ノ機宜 テ得ル ト否 トニ

依 ツテ岐 レルコトテ常二念頭 二持 シテ、総國民

ノ結核蔓延状況 テ不断 一」観察究知 スベキデア

ノレo

終 リニ臨 ンデ撒 言 テ許 サ レ度 シ。 私 ガ外 國 デー

再 ナ ラズ耳 ニ シタ ノハ、 掲 逸 ノ政 憂 デ各 方 面 二

國 民 生 活 ノ大 攣 動 テ來 タ シ、學 問 ノ意 義 ト言 フ

ガ如 キ根 本 問 題 サ ヱ モ巻 キ添 エ ヲ喰 ツ テ流 石 ノ

慰 學 モ停 頓 衰 微 シ タ トカ、叉 ハ學 界 登 表 ノ数 ガ

減 少 シタ ノ ミカ其 慣値 マ デ モ低 落 シ タ トカ或 ハ

掲 逸 轡 學 生 ノ程 度 ガ下 落 シタ ナ ド ト言 フ ノデ ア

ル。一 何 レモ當 ツ テ居 ラヌ 私 ハ 本 講 演 テ

通 ジテ次 ノ事 テ示 シ得 タ ト信 ズ ル、 ソ レハ 、 ナ

ル ホ ド、掲 逸 ノ學 問 ノ考 へ か ト行 リ方 ニー 大 轄

換 ガ起 ツ タ、 而 モ ソ レハ有 利 ナ轄 換 デ ア ツ タ ト

云 フ事 デ ァル。 吾 等 ハ最 早 學 理 ノ ミラ指 シテ學

問 ノ意 義 ト爲 スガ如 キ コ トラ慶 メテ、 利 用 厚 生

二圭 眼 テ置 ク ノデ アル 。前 ニ モ述 べ タ如 ク、 掲

逸 ハ、 他 ノ諸 國 モ 同様 、或 ハ國 ニ ヨ ツ テハ数 年

來 知 悉 シナ ガ ラ猫 且 ツ茜弊 家 ノ優 柔 不 断 二禍 セ

ラ レテ實 行 二移 シ得 ナ カ ツ タ塵 ノモ ノ テ、 今 日

デ ハ探 揮 シテ以 ツ テ行 動 ノ準 縄 トモ ナ サ ンズ勢

デ アル鮎 等 ラ重 親 願 ヒ度 イ モ ノデ アル。 吾 等 ハ

今 ヤ昔 日 ノ栓 桔 カ ラ繹 放 セ ラ レテ、 以 前 ニ モ優

シテ努 力 精 働 シテ居 リ、新 興 掲 逸 デハ學 問 ハ國

家 ノ保 護 ノ下 二登 育 シ、 且 ツ傳 統 ニ フサ ワ シ ク

彌 榮 工行 ク コ トテ請 合 ツ テ モ良 イ。 專 門教 育 帥

チ後 纏 學 生 ノ教 養 ハ李和 二且 ツ細 心 二行 ハ レテ

居 リ、 臆 テハ掲 逸 一 國 ノ爲 メ ノ ミナ ラズ學 問 全

禮 二寄 與 スル腿 アル可 キ テ信 ゼ ラ レ ン事 テ希 フ

次 第 デ アル。(以 ヒ)(青 山 課)




